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尾
原
ダ
ム
の
建
設
事
業
に
合
わ

せ
て
昨
年
度
か
ら
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
て
い
る
寺
宇
根
遺
跡
の
現
地

説
明
会
が
六
月
十
四
日
、

三
沢
地
内
の
現
地
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、

縄
文
時
代
後
期
か
ら
晩

期
（
約
三
千
五
百
年
〜

二
千
五
百
年
前
）
の
も

の
と
み
ら
れ
る
、
川
石

を
周
囲
に
並
べ
中
に
小

型
の
石
を
敷
き
詰
め
た

配
石
遺
構
が
二
箇
所
、

穴
を
掘
っ
て
人
を
埋
葬

し
た
と
思
わ
れ
る
土
坑

墓
が
約
十
箇
所
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
周
囲
か
ら
は
縄

文
土
器
、
黒
曜
石
の
矢

じ
り
、
石
斧
、
銛
の
形

を
し
た
ペ
ン
ダ
ン
ト
の
よ
う
な
装

飾
品
等
も
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

　
調
査
を
担
当
す
る
野
津
専
門
員

か
ら
は
「
出
土
し
た
様
子
か
ら
こ

の
遺
跡
は
、
集
団
墓
地
や
祭
事
場

だ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
奥

出
雲
地
域
で
こ
れ
ほ
ど
の
配
石
遺

構
、
土
坑
墓
群
が
見
つ
か
る
の
は

珍
し
く
、
今
後
の
調
査
で
更
に
こ

の
遺
跡
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

い
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
配
石
遺
構
の
下
部
等

を
詳
し
く
調
査
し
、
遺
跡
の
全
容

を
解
明
す
る
予
定
で
す
。

　
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
考

古
学
フ
ァ
ン
は
、
縄
文
時
代
の
奥

出
雲
の
姿
に
思
い
を
は
せ
て
い
ま

し
た
。

　
旧
仁
多
町
、
横
田
町
の
農
業
者

年
金
協
議
会
が
合
併
す
る
こ
と
に

な
り
、
設
立
総
会
が
六
月
二
十
九

日
に
横
田
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
者
年
金
制
度
は
、
農
村
事

情
を
反
映
し
た
政
策
年
金
と
し
て

昭
和
四
十
六
年
に
発
足
し
、
以
来

農
業
経
営
の
近
代
化
と
農
地
保
有

の
合
理
化
等
の
促
進
に
大
き
く
寄

与
し
て
き
ま
し
た
。

　
設
立
総
会
で
は
会
則
の
制
定
、

平
成
十
八
年
度
の
事
業
計
画
、
予

算
案
等
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
役
員
の
選
出
も
行
わ
れ
、

会
長
に
阿
井
地
区
の
藤
原
信
夫
さ

ん
、
副
会
長
に
馬
木
地
区
の
足
立

孝
二
さ
ん
、
三
沢
地
区
の
船
津
利

夫
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
藤
原
さ
ん
か
ら
は
「
新
た
な
組

織
と
し
て
親
睦
を
深
め
基
盤
の
強

化
を
図
り
、
一
緒
に
な
れ
て
良
か

っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
会
に
し

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　
今
後
は
五
百
二
十
八
人
の
会
員

で
、
全
国
に
誇
る
仁
多
米
、
仁
多

牛
等
の
生
産
に
地
域
と
一
体
と
な

っ
て
参
画
し
て
い
き
ま
す
。

▲専門員の説明を聞く参加者の皆さん

▲総会の様子

　奥出雲町の町花・町木が先般開催された奥出雲町町花・町木選定委員会において慎重に協
議され、町花は「しゃくなげ」、町木は「もみじ」にそれぞれ選定され、６月２０日制定し
ました。
　「しゃくなげ」は優雅で気品にあふれ、心やすらぐ癒しを象徴しており、「もみじ」は、
春には新緑、秋には紅葉と四季を通じて楽しめ、ともに奥出雲町の気候に合い、親しまれて
いるものです。

操
法
大
会
の
様
子

▲ 　
奥
出
雲
町
消
防
団
夏
期
総
合
訓

練
並
び
に
第
二
回
奥
出
雲
町
消
防

操
法
大
会
が
、
仁
多
地
域
は
堅
田

操
法
練
習
場
、
横
田
地
域
は
鳥
上

小
学
校
で
六
月
二
十
五
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
夏
期
総
合
訓
練
で
は
、
新
入
団

員
へ
の
辞
令
交
付
に
続
き
、
通
常

点
検
、
部
隊
訓
練
等
が
き
び
き
び

と
し
た
動
作
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
操
法
大
会
で
は
、
各
部
か
ら
選

抜
さ
れ
た
団
員
が
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部
、
ポ
ン
プ
車
の
部
で
訓
練
の

成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　（
大
会
結
果
）

仁
多
地
域

○
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　
優
　
勝

　
　
布
勢
分
団
第
三
部

　
準
優
勝

　
　
三
沢
分
団
第
四
部

　
第
三
位

　
　
三
成
分
団
第
四
部

○
ポ
ン
プ
車
の
部

　
優
　
勝

　
　
三
成
分
団
第
一
部

　
準
優
勝

　
　
阿
井
分
団
第
二
部

○
総
合
の
部

　
優
　
勝
　

　
　
三
成
分
団

横
田
地
域

○
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　
優
　
勝
　
横
田
分
団
第
八
部

　
準
優
勝
　
八
川
分
団
第
五
部

　
第
三
位
　
横
田
分
団
第
六
部

○
ポ
ン
プ
車
の
部

　
優
　
勝
　
八
川
分
団
第
一
部

　
準
優
勝
　
馬
木
分
団
第
三
部

○
総
合
の
部

　
優
　
勝
　
　
横
田
分
団

　
ま
た
、
雲
南
市
で
八
月
六
日
に

開
催
さ
れ
る
第
五
十
回
島
根
県
消

防
操
法
大
会
に
出
場
す
る
馬
木
分

団
、
布
勢
分
団
の
結
団
式
が
七
月

四
日
、
七
日
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ

ま
し
た
。
　

　
会
場
で
は
、
岩
田
町
長
を
は
じ

め
多
く
の
来
賓
が
見
守
る
な
か
、

布
勢
、
馬
木
両
分
団
の
操
法
披
露

が
あ
り
ま
し
た
。

　
真
夏
の
大
会
で
す
が
、
両
分
団

の
選
手
の
皆
さ
ん
に
は
、
奥
出
雲

町
消
防
団
の
代
表
と
し
て
健
闘
を

祈
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
三
成
公
園
ホ
ッ
ケ
ー

場
を
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
に
対
応

で
き
る
人
工
芝
へ
張
り
替
え
、
ま

た
夜
間
練
習
に
対
応
で
き
る
高
照

度
の
照
明
施
設
六
基
を
新
設
す
る

な
ど
ホ
ッ
ケ
ー
の
普
及
拡
大
、
選

手
の
育
成
強
化
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
更
に
ス
テ
ィ
ッ
ク
五

百
本
、
ボ
ー
ル
四
十
ダ
ー
ス
、
ゴ

ー
ル
キ
ー
パ
ー
レ
ガ
ー
ド
五
十
二

組
、
ゴ
ー
ル
一
組
を
、
人
工
芝
の

工
事
を
施
工
さ
れ
た
株
式
会
社
ア

ス
ト
ロ
の
ご
支
援
を
頂
い
て
整
備

し
、
町
内
の
小
・
中
学
校
等
へ
配

布
し
ま
し
た
。

　
今
後
一
層
、
各
世
代
で
活
躍
し

て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

布勢小学校

三成小学校

高尾小学校

亀嵩小学校

高田小学校

阿井小学校

三沢小学校

鳥上小学校

横田小学校

八川小学校

馬木小学校

仁 多 中

横 田 中

セルリオ島根
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